
計
画
策
定
の
背
景

　

21
世
紀
は
、
平
和
で
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

世
紀
を
目
指
そ
う
と
い
う
願
い
を
込
め
て

「
人
権
の
世
紀
」
と
さ
れ
、
人
権
教
育
・
啓

発
に
関
し
、
今
日
の
人
権
を
取
り
巻
く
諸
情

勢
を
踏
ま
え
、
一
人
ひ
と
り
の
積
極
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
平
和

で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
23

（
２
０
１
１
）
年
度
を
も
っ
て
推
進
期
間
が

終
了
し
た
「
下
野
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進

行
動
計
画
」
を
引
き
継
ぎ
、
成
果
と
課
題
を

踏
ま
え
た
「
下
野
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進

行
動
計
画
（
改
訂
版
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

目　

的

　

人
権
と
は
、
人
間
の
尊
厳
に
基
づ
き
各
人

が
持
っ
て
い
る
固
有
の
権
利
で
あ
り
、
社
会

に
お
い
て
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め
に
欠
か

せ
な
い
権
利
で
す
。
本
市
で
は
、
家
庭
、
地

域
社
会
、
学
校
、
職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
に

お
け
る
人
権
教
育
・
啓
発
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
人
権
に
関
す
る
個
別
の
重
要
課
題
の

解
決
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

基
本
目
標

　
「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
互
い
に
人
権
を
尊

重
し
合
い
、
共
に
生
き
る
喜
び
を
実
感
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
」
を
基
本
目
標
と
し
、

人
権
教
育
・
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

人
権
問
題
の
現
状
と
課
題

１　

同
和
問
題

　

 　

障
が
い
者
に
対
す
る
偏
見
や
誤
解
等
が

あ
り
、
自
立
と
社
会
参
加
等
が
困
難
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
と
障

が
い
の
な
い
人
が
と
も
に
住
み
な
れ
た
地

域
社
会
で
生
活
で
き
る
よ
う
地
域
社
会
の

人
々
が
障
が
い
者
問
題
を
自
分
の
こ
と
と

捉
え
、
偏
見
や
誤
解
を
取
り
除
く
必
要
性

が
あ
り
ま
す
。

６　

外
国
人

　

 　

日
常
生
活
の
中
で
外
国
人
と
地
域
社
会

と
の
か
か
わ
り
が
深
く
な
り
、
外
国
人
と

の
共
生
社
会
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
中
、
人
種
や
国
籍
の
違
い
か
ら
偏

見
や
差
別
が
生
じ
て
お
り
、
お
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
た
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

７　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等

　

 　

エ
イ
ズ
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
に
対
し
て
は
、
正
し
い
知
識
や
理

解
の
不
足
か
ら
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
偏
見

や
差
別
意
識
が
あ
り
、
偏
見
や
差
別
を
解

消
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

８　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害

　

 　

情
報
化
社
会
が
進
み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
電
子
メ
ー
ル
は
誰
で
も
匿
名
で
ど
の

よ
う
な
情
報
も
簡
単
に
発
信
で
き
る
反
面
、

他
人
へ
の
ひ
ぼ
う
中
傷
な
ど
人
権
に
か
か

わ
る
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、
モ
ラ
ル
を

持
っ
た
利
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

９　

そ
の
他
の
人
権
問
題

　

 　

性
的
指
向
・
性
同
一
性
障
害
の
人
々
、

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
、
職
業
に
関
す
る
差

　

 　

人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
人
間
の
自
由

と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
日
本
国

憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権

に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
で
す
。
同
和
問

題
に
関
す
る
市
民
の
知
識
面
で
の
理
解
は

か
な
り
進
ん
で
き
た
も
の
の
、
日
常
的
な

人
権
感
覚
が
十
分
身
に
付
い
て
い
な
い
と

い
う
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

２　

女
性

　

 　

慣
習
や
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
の
意

識
を
考
え
改
め
る
た
め
、
男
女
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
的
機
運
の
醸
成
を
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
育
児
・
介

護
負
担
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど
、
女
性
の
人
権
に
関

す
る
問
題
も
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

３　

子
ど
も

　

 　

少
子
化
や
核
家
族
化
の
進
行
な
ど
社
会

情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
児

童
虐
待
、
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
、
不
登

校
や
体
罰
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
に
か
か

わ
る
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
主
な
要

因
と
し
て
家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
教

育
力
の
不
足
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

４　

高
齢
者

　

 　

寝
た
き
り
や
一
人
暮
ら
し
等
社
会
的
な

援
助
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
増
加
が
予

想
さ
れ
る
中
、
高
齢
者
に
対
す
る
身
体
的
・

精
神
的
な
虐
待
な
ど
、
高
齢
者
の
人
権
に

関
す
る
問
題
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
悪

徳
商
法
等
の
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

５　

障
が
い
者

別
、
刑
を
終
え
て
社
会
復
帰
し
た
人
や
そ

の
家
族
等
に
対
す
る
偏
見
や
嫌
が
ら
せ
な

ど
多
様
な
人
権
問
題
が
あ
る
中
、
福
島
第

一
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者
に
対
し
、
放

射
能
の
影
響
を
心
配
し
根
拠
の
な
い
思
い

込
み
や
偏
見
に
よ
る
差
別
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

基
本
計
画
の
推
進

１　

生
涯
学
習
の
あ
ら
ゆ
る
場
を
通
じ
て
の

人
権
教
育
・
啓
発
の
実
施

⑴ 

就
学
前
・
学
校
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育

⑵
社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育

⑶
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
人
権
教
育

⑷ 

企
業
へ
の
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
へ
の
支

援
⑸
特
定
職
業
従
事
者
へ
の
研
修
及
び
啓
発

　

 

※
市
職
員
、
教
育
関
係
者
、
医
療
・
福
祉

関
係
者
、
消
防
職
員
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関

係
者
等

２　

効
果
的
な
推
進

⑴
学
習
機
会
の
拡
大
・
充
実

　

…
講
演
会
、
映
画
会
等
の
実
施

⑵
情
報
の
提
供 

と
啓
発

　

… 

啓
発
資
料
の
作
成
や
配
布
、
広
報
活
動

の
充
実

⑶
連
携
の
促
進

　

… 

国
、
県
、
企
業
、
団
体
等
と
の
連
携
・

協
力

⑷
相
談
・
支
援
・
救
済
体
制
の
充
実

　

… 

関
係
機
関
等
に
よ
る
相
談
・
支
援
・
救

済
体
制
の
整
備

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課
☎（
40
）５
５
５
５

下野市人権教育・啓発推進行動計画

下
野
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
行
動
計
画（
改
訂
版
）を
策
定
し
ま
し
た

【
正
解
は
×
】
薬
師
寺
の
創
建
の
塔
は
火
災
に
よ
り
焼
失
し
て
お
り
、
東
に
あ
る
塔
は
、

そ
の
後
に
建
て
替
え
た
も
の
で
、
同
時
に
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

Shimotsuke
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